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 第２章では、電子線照射を行うための各種 Fe-Nd-B 系合金を作製し、メルトスパン材の構成相を調査した。電子線
照射により形成される組織と比較するため、熱誘起結晶化挙動を調査した結果について述べた。 
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⑴Fe77Nd4.5B18.5 アモルファス合金の熱誘起結晶化は多段で起り、α-Fe, Fe3B および Nd2Fe14B 相のみならず Fe2B, 
Nd2Fe23B3, Nd1.1Fe4B4 も形成され、熱誘起結晶化による相選択並びにナノ組織制御は困難であることを明らかにし
ている。 









⑸α-Fe, Fe3B, Nd2Fe14B, Nd2Fe23B3 相から構成される実用磁性合金に電子線を照射すると、α-Fe 以外はアモルフ
ァス化し、更なる照射により照射誘起結晶化が起り、ナノコンポジット組織が形成される。この際、磁気特性に有害
な Nd2Fe23B3 相が消滅し、電子線照射が磁気特性改善のための有効な組織制御手段であることを明らかにしている。 
 このように、本論文は、Fe-Nd-B 系磁性合金の電子線照射誘起相変態過程と相選択、相安定性を明らかにすると共
にナノ組織制御による磁気特性改善の可能性を示すなど、学術的にも実用的にも極めて重要な知見を多数含んでおり、
材料工学の発展に寄与するところが大きい。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
